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令和6年度　会費納入のお願い

第12回通常総会開催
　第12回通常総会が、6月 4日㈫午後3時より「上田高砂殿」にて開催されました。
定款に基づき出田会長が議長を務め、諸議案が報告され、審議事項について承認可決されました。

報告事項
・令和5年度事業報告
・令和6年度事業計画、収支予算書

審議事項
・令和5年度財務諸表
・令和7年度税制改正要望
・監事選任

　日頃、当会の事業に格別なご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、本年度の会費納入についてお願いする時期となりました。
　下記のとおりご案内いたしますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　１．今年度の口座振替日は、7月22日㈪です。
　　　但し、更埴支部会員………………7月29日㈪
　　　　　　戸倉上山田支部
　　　　　　　上山田地区会員…………6月20日㈭
　　　　　　　戸倉地区会員……………8月13日㈫
　　　※会費請求書・領収書が必要な場合は、本会又は支部事務局までご連絡ください。
　２．お振込みで納入の会員様には振込み依頼書をお送りいたします。
　３．年会費は資本金・規模等により次のとおり定められています。

資　本　金 年会費 資　本　金　等 年会費
	 100 万円以下 2,500 円 生産協同組合法人等 1,000 円
	 100 万円超	 ～	 500 万円以下 3,500 円 親企業が会員である子会社法人 1,000 円
	 500 万円超	 ～	 1,000 万円以下 5,000 円 支店・工場法人従業員 50 名以下 4,000 円
	1,000 万円超	 ～	 5,000 万円以下 10,000 円 支店・工場法人従業員 51 名以上 8,000 円
	5,000 万円超	 ～	 1 億円以下 20,000 円 賛助会員（個人） 2,500 円
	 1 億円超 30,000 円

一般社団法人　上田法人会  事務局　TEL.0268-25-4500

出田会長 上田税務署 倉重署長

法人会「生活習慣病予防健診」のご案内について
今般の会報誌に「生活習慣病予防健診」のご案内を同封いたしました。
申込書の紛失、受診のお問合せ等につきましては、上田法人会事務局（TEL.0268-25-4500）までご連絡ください。
■上田会場	 9月 17日㈫・18日㈬・24日㈫・25日㈬・26日㈭・27日㈮
	 AM8：00～ 10：30　上田高砂殿3F
■千曲会場	 9月 19日㈭・20日㈮
	 AM8：30～ 10：30　千曲市戸倉創造館3F

申込み締切日
　7 月 26 日㈮
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令和５年度 事業報告
【税務経営支援事業】
実施事業
１．決算説明会（研修委員会主催）
・上田税務署と共催で偶数月に上田市と千曲市にて開催
・消費税インボイス制度・改正電子帳簿保存法につい
ても説明

上田会場 戸倉会場 合　計
月 日 出 席 月 日 出 席 対象社 出 席
4.5 88 4.4 36 1,385 124
6.8 46 6.9 10 891 56
8.3 26 8.2 10 867 36
10.18 39 10.3 21 828 60
12.6 23 12.5 13 667 36
2.5 22 2.2 4 571 26
合 計 244 合 計 94 5,209 338

２．管内横断税務研修会（研修委員会主催）
時間は各会場とも午後 2：00 ～ 4：15

開 催 日 会　　　場 参加者数
10月23日㈪ 東御市中央公民館講義室 51 名
10月27日㈮ 上田市丸子文化会館小ホール 56 名
11月８日㈬ サントミューゼ小ホール 176 名
11月９日㈭ サントミューゼ小ホール 96 名
11月14日㈫ 戸倉創造館大ホール 89 名

合　計 468 名
（昨年比 41%増）

第１講座
テーマ『「電子帳簿保存法」、「年末調整」について』
講　師　上田税務署法人課税部門担当官
第２講座	
テーマ『インボイス制度の実務』
講　師　税理士会上田支部　西沢　道夫 先生（10/27、11/8、11/9）
　　　　税理士会上田支部　平井　　智 先生（10/23、11/14）

３．新設法人説明会（組織委員会主催）
上田税務署と共催
第１回　６月29日㈭ 14：00
　　　　於 ;上田商工会議所 4F第 1会議室　出席9社
第２回　12月13日㈬ 14：00
　　　　於 ;上田商工会議所 4F第 1会議室　出席7社
宮下組織委員長より法人会活動について説明し入会
勧奨を行う
４．税制・経営資料の提供
「管内横断税務研修会」・「決算説明会」・「新設法人
説明会」の参加者へ提供
５．インターネットセミナーの事業推進
年間契約実施　一般ログイン数 137
会員ログイン数 1,222（R5 年 4 月～ R6 年 3 月）
６．ホームページによる研修動画の配信、リンクの掲載
○当会ホームページへ税制・経営等の研修無料動画の
リンクを掲載
・国税庁提供……適格請求書等保存方式（インボイ

ス制度）導入
	 年末調整に関する情報
・全法連提供……決算説明会、新設法人説明会
・県 連 提 供……決算説明会、新設法人説明会、
	 令和 5年度税制改正、令和 5年分

年末調整

○バナーの掲載
・国税庁提供……国税庁の取組紹介、インボイス制度

特設サイト、確定申告、年末調整
・全法連提供……新型コロナウイルスに関する対策

リンク集、自主点検チェックシート、
インターネットセミナー、セミナー
DVD・CDレンタルサービス等

【税の啓発提言事業】
実施事業
１．e-Tax の普及推進活動
・広報誌「うえだ法人」及びホームページに“e-Tax
普及の PR”などを掲載
２．税制に関する調査研究・請願陳情活動

（税制委員会主催）
・税制に関するアンケート調査
４月　アンケート調査実施、結果集計のうえ要望書作成
６月　総会承認を経て全法連へ提出
・全法連にて令和 6年度税制改正要望が決定
スローガン
〇財政健全化は国家的課題。負担を先送りせず現世代
で解決を !
〇企業への過度な保険料負担を抑制し、経済成長を阻
害しない社会保障制度の確立を ! 
〇経済再生には中小企業の力が不可欠
　健全な経営に取り組む企業に実効性ある支援を !
〇中小企業は地域経済と雇用の担い手
　本格的な事業承継税制の創設を !
・令和 6年度税制改正要望の陳情
⑴　市町村長並びに議会議長に対し提言

11・12 月に実施
①地方自身がそれぞれの特色や強みをいかした活性
化戦略を策定し、地域の民間の知恵と工夫により、
新たな地場技術やビジネス手法を開発していくこと
②自治体側は、自らの責任で必要な安定財源の確保
や行政改革を企画・立案し実行するなど、「自立・
自助の精神」を理念とすることが肝要である
③行財政改革の徹底
　地方を含めた政府・議会が「まず隗より始めよ」
の精神で自ら身を削る改革
④固定資産税の評価方法及び課税方式の抜本的見直し
⑤法人市町村民税の超過課税の廃止
　（上田市・東御市・坂城町に対して）
　実施一覧表� （敬称略）

自治体 実施日 面接者 実施者
長和町 11月20日 町長� 羽田健一郎

産業振興課長�中原　良雄
商工観光係長�龍野　徳茂
議長� 森田　公明

佐藤　公明� 副会長・長和支部長

東御市 11月20日 市長� 花岡　利夫
議長� 中村　眞一

佐藤　　貴� 副会長・東御支部長
坂口　晋一� 常任理事・東御副支部長
齋藤　佳久� 理事・東御副支部長

千曲市 11月24日 市長� 小川　修一
議長� 小玉　新市
副議長� 金井　文彦

小平　悟朗� 副会長・戸倉上山田支部長



4

自治体 実施日 面接者 実施者
上田市 11月29日 市長� 土屋　陽一

財政部長� 鎌原　英司
税務課長� 依田　　功
議長� 佐藤　論征
副議長� 西沢　逸郎

出田　行徳� 会　長
桑原　茂実� 副会長・上田総支部長
山浦　誠司�税制副委員長
金井　幹夫�事務局長

青木村 12月１日
12月４日

村長� 北村　政夫
議長� 松澤　正登

小林　　修� 副会長・青木支部長

坂城町 12月４日 町長� 山村　　弘
議長� 滝沢　幸映

吉川　芳秋� 副会長・坂城支部長

⑵　地元選出国会議員に対し提言
①歳出だけを先行させ、財源論を置き去りにする手法
は財政規律を決定的に毀損させかねない。2025 年
度の基礎的財政支出黒字化目標（プライマリーバラ
ンス）を確実に達成しなければならないが、その後
の財政健全化の議論も並行して開始する必要がある
②少子化対策の財源に社会保険料の上乗せ案が挙げ
られているが、中小企業の厳しい経営実態を踏ま
え、企業への過度な保険料負担を抑え、経済成長
を阻害しないような制度つくりが求められる
③中小企業の活性化に資する税制措置
　法人税率の軽減措置
中小法人の軽減税率 15% の本則化と適用所得金
額 1,600 万円へ引き上げ
④事業承継税制の拡充
⑤消費税への対応
軽減税率制度とインボイス制度について、国民や
事業者への影響、低所得者対策の効果等を検証し、
問題があれば制度の是非を含め見直しが必要
実施一覧表

月　日 議員名 面接者 実施者
11月17日 立憲民主党

神津　　健
衆議院議員

神津 健
本人
和田　澄夫

税制委員長
金井　幹夫

事務局長
11月17日 立憲民主党

羽田　次郎
参議院議員

濱 貴紀
秘書
和田　澄夫

税制委員長
金井　幹夫

事務局長

３．法人会全国大会、関東信越法人会連絡協議会
⑴　第 17 回法人会全国女性フォーラム愛媛大会
４月 13 日㈭ 　松山市　　於；アイテムえひめ
当会参加者	 神林女性部長、窪田直前女性部長、
	 原田女性部監事、滝澤女性部監事
	 （参加当時の役職）（参加人数制限有）
大会キャッチフレーズ
『愛（え）顔咲くマドンナたちの新時代
　　　　～ともに拓こう媛（ひめ）の国から～』
記念講演　演題：「句会ライブ」
　　　　　講師：夏井　いつき 氏（俳人）
⑵　関東信越法人会連絡協議会　令和5年度通常役員総会
８月 22 日㈫　さいたま市
於；THE MARK GRAND HOTEL
当会参加者　　金井事務局長
国税局長講話　関東信越国税局長　木村　秀美 氏
⑶　第39回法人会全国大会群馬大会（兼税制改正要望大会）
10 月 18 日㈬　於；高崎芸術劇場
記念講演
　演題：「好機到来」
　講師：福田　尚久 氏（前橋工科大学理事長・日本通信㈱代表取締役　元Apple 本社副社長）

当会参加者　和田税制委員長・金井事務局長
⑷　関東信越局連女性部連絡協議会
　「第 4回合同セミナー」　担当：栃木県連
11 月７日㈫　於；宇都宮東武ホテルグランデ
演題：「小さなパン屋が世界を変える !世界にはばたくパンの缶詰」
　　　　～日本の食品ロスをゼロに、世界の飢餓をゼロに～
講師：秋元　義彦 氏（株式会社パン・アキモト）
当会参加者　小泉女性部長、神林直前女性部長
⑸　第 37 回法人会全国青年の集い山形大会
11 月 10 日㈮　於；やまぎん県民ホール
記念講演
　演題：「自らがリスクを取って挑戦する。だからこそ価値がある。」
　講師：山中　大輔 氏（ヤマガタデザイン㈱代表取締役）
当会参加者　宮下青年部長含む 6名
⑹　全法連税制セミナー　
令和６年２月 14 日㈬　ライブ配信参加
第１講座　「令和 6年度税制改正について」
　講師：財務省大臣官房審議官　小宮　敦史 氏
第２講座　「社会保障と税を一体で考える」
　講師：明治大学公共政策大学院　教授　田中　秀明 氏
当会参加者　和田税制委員長、齋藤税制副委員長、
　　　　　　金井事務局長
４．広報誌「うえだ法人」の発行（広報委員会主催）

⑴　第 148 号　4月 1日発行　3,550 部
表　　紙	 塩田支部　塩田平の古刹　大圓寺の六

地蔵としだれ桜
主な内容	 ①租税教育　②新春講演会　③クリス

マスコンサート　④税に関する絵はが
きコンクールなど

企業訪問	 ㈱進和製作所
協賛広告	 トムス食品㈱、窪田建設㈱、
	 ㈱長野精工、㈲上松屋旅館
⑵　第 149 号　7月 1日発行　3,500 部
表　　紙	 東御支部　湯の丸高原のレンゲツツジ
主な内容	 ①通常総会特集　②令和 6年度税制改

正要望　③年間行事予定　④令和 5年
度功績功労者・会員増強・厚生制度表
彰　⑤事業推進委員合同会議など
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企業訪問	 コトヒラ工業㈱
協賛広告	 ㈱メディア・プラッツ
	 大同生命保険㈱、AIG 損害保険㈱
⑶　第 150 号　10 月 1 日発行　3,500 部
表　　紙	 更埴支部　龍洞院の紅葉
主な内容	 ①税務署長・副署長・統括官・総括官着

任ご挨拶　②署長を囲む懇談会　③管内
横断税務研修会の開催　④第150号記念
特集　⑤租税教育　⑥クリーン活動など

企業訪問	 更埴建設㈱
協賛広告	 滝沢食品㈱、八十二銀行屋代支店
	 アフラック生命保険㈱
⑷　第 151 号　令和 6年 1月 1日発行　3,500 部
表　　紙	 真田支部　　唐沢の滝
主な内容	 ①会長・署長・税理士会支部長年頭あい

さつ　②税制改正要望活動　③管内横断
税務研修会　④女性部合同研修会など

企業訪問	 ㈲風屋
協賛広告	 ㈲アジオ、三井酒造㈾
	 大同生命保険㈱・AIG 損害保険㈱

【地域社会貢献事業】
実施事業
１．クリーン活動（女性部主催）
７月 12 日㈬　担当：坂城支部女性部
「びんぐしの里公園」周辺
参加者 56 名（内女性部参加 43 名）
２．パントマイム学校公演（青年部主管）
実施日及び学校名（公演順）
８月29日㈫	 ①上田市立神科小学校	 682 名
	 ②長野県上田養護学校	 50
	 ③まるこ福祉会　きらり	 100
８月30日㈬	 ④上田市立武石小学校	 70
	 ⑤東御市立滋野小学校	 242
	 ⑥原峠保養園	 20
	 観賞児童・利用者 合計	 1,164 名
・マイミスト　小島屋　万助、羽鳥　尚代、
	 　　　　　　ジェームスの 3名
・マイミスト慰労会
８月29日㈫ 18：00　於；東御市 花清　出席者11名

３．地域産業振興事業への協力（総務企画委員会主管）
「上田地域産業展 2023」への協賛
「リアル展示会」11月２日㈭・３日（金・祝）開催
「オンライン展示会」開催期間 2023.10.2 ～ 2024.8.30

（ビジネスマッチングの情報提供）
４．租税教育活動
⑴　小学校における租税教育の実施（青年部主催）
15 小学校において 22 教室を実施
対象	 6 年生
教材	 DVD「マリンとヤマトの不思議な日曜日」　

国税庁制作
	 黒板掲示用ステッカー　一億円レプリカ2組
宮下青年部長より法人会並びに青年部の説明を実施

令和 5年度租税教室実施一覧表（敬称略）
№ 小学校 実施日 青年部担当講師 児童数 クラス編成

1 上田市立本原小学校 ７月３日㈪ 宮川　　泰 中村　悠基 24 1組24

2 上田市立神科小学校 ７月４日㈫ 清水　志郎 宮下　博道 117 1組29、2組29、3組29、4組30

3 上田市立丸子中央小学校 ７月５日㈬ 長澤　貴生 綿谷　一樹 27 3組27

4 上田市立丸子中央小学校 ７月５日㈬ 町田　和幸 綿谷　一樹 27 2組27

№ 小学校 実施日 青年部担当講師 児童数 クラス編成

5 上田市立丸子中央小学校 ７月５日㈬ 綿谷　一樹 若林　美紗 28 1組28

6 上田市立菅平小学校 ７月６日㈭ 池田　章浩 福澤　祐樹 14 1組14

7 上田市立丸子北小学校 ７月10日㈪ 長澤　貴生 栁澤　洋一 28 2組28

8 上田市立丸子北小学校 ７月10日㈪ 栁澤　洋一 長澤　貴生 28 1組28

9 坂城町立南条小学校 ７月14日㈮ 柳原　　明 福澤　祐樹 45 1組23、2組22

10 青木村立青木小学校 ７月19日㈬ 奥村　龍馬 宮崎　潤也 32 1組32

11 上田市立中塩田小学校 ９月７日㈭ 荻原　大樹 若林　美紗 81 1組27、2組27、3組27

12 千曲市立東小学校 ９月13日㈬ 岩﨑　龍太 奥村　龍馬 57 1組28、2組29

13 上田市立清明小学校 ９月27日㈬ 福澤　祐樹 町田　和幸 23 1組23

14 上田市立清明小学校 ９月27日㈬ 町田　和幸 福澤　祐樹 23 2組23

15 東御市立北御牧小学校 10月10日㈫ 山岸　智之 丸山　貴弘 35 松組35

16 東御市立田中小学校 12月７日㈭ 丸山　貴弘 山岸　智之 25 1組25

17 東御市立田中小学校 12月７日㈭ 山岸　智之 吉澤　正憲 25 2組25

18 東御市立田中小学校 12月７日㈭ 吉澤　正憲 丸山　貴弘 25 3組25

19 千曲市立埴生小学校 12月21日㈭ 玉井権太郎 永富　健一 60 1組30、2組30、

20 千曲市立埴生小学校 12月21日㈭ 永富　健一 玉井権太郎 59 3組29、4組30

21 千曲市立更級小学校 １月24日㈬ 奥村　龍馬 志民　　哲 27 1組27

22 上田市立神川小学校 ２月９日㈮ 宮下　博道 宮崎　潤也 83 1組28、2組27、3組28
合　　計 893

⑵　租税教育用テキストを
小学校 6学年社会科用教
材として配布
配布本：
税を考えるマンガ本“タッ
クスフントとけんたくん !”
（上田市教育委員会を通じ、上田市各小学校へ）
上田市内 25 校　合計 1,321 名（1,500 冊）
（更埴支部事務局から千曲市教育委員会を通じ各小学校へ）
千曲市内 9校　合計 488 名（550 冊）
（東御市教育委員会を通じ、東御市各小学校へ）
東御市内 5校　合計 263 名（300 冊）
（坂城町教育委員会を通じ、坂城町各小学校へ）
坂城町内 3校　合計 110 名（150 冊）
（長和町教育委員会を通じ、長和町各小学校へ）
長和町内 2校　合計　37 名（55 冊）
（青木村小学校へ支部長が配布）
青木小学校　32 名（50 冊）
◎管内全小学校 45 校 総数 2,251 名（2,605 冊）に配布
⑶　税に関する絵はがきコンクール（女性部主催）
前記青年部主催租税教室にて応募呼掛け活動
女性部
小泉部長、神林直前部長、窪田監事、沓掛副部長、
宮崎副部長、滝澤理事、峯村理事、関理事、
中塚総支部直前部長
応募小学校（五十音順）
　青木村立青木小学校　※上田市立東塩田小学校
　上田市立神科小学校　　上田市立丸子北小学校
※上田市立川西小学校　　上田市立丸子中央小学校
　上田市立菅平小学校　　坂城町立南条小学校
　上田市立清明小学校　　千曲市立東小学校
　上田市立中塩田小学校　東御市立北御牧小学校
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応募総計　12 小学校　507 作品
※印　上田税務署職員講師による租税教室
○一次審査会
11 月 15 日㈬ 9：30 ～ 11：00
於；上田商工会議所 5階ホール　参加者 27 名
（上田税務署職員・出田会長・女性部役員・
青年部役員並びに租税教室講師）
全作品から選考会への作品を選出
○表彰作品選考会
11 月 27 日㈪　11：00 ～
於；上田高砂殿　参加者 17 名
（出田会長・桑原副会長・女性部部員）
女性部長賞（最優秀賞）をはじめ法人会入選全作
品（22 作品）を決定
○表彰作品（ポスター）掲示
上田税務署、各商工会議所、各商工会、各参加小
学校、上田市・千曲市・東御市・坂城町・長和町・
青木村の各役所、イオンスタイル上田店、アリオ
上田店、ツルヤ 7店舗に掲示
○表彰式　応募小学校校長室にて実施
表彰式一覧表

小学校 実施日 表彰訪問者 応募数
千曲市立東小学校 ２月５日 峯村女性部理事 43
上田市立神科小学校 ２月６日 出田会長 107
上田市立東塩田小学校 ２月６日 窪田女性部監事 32
青木村立青木小学校 ２月７日 小林女性部理事 29
上田市立丸子中央小学校 ２月８日 宮崎女性部副部長 57
東御市立北御牧小学校 ２月８日 吉澤女性部副部長 32
上田市立清明小学校 ２月９日 沓掛女性部副部長 40
上田市立丸子北小学校 ２月14日 倉重上田税務署長・小泉女性部長 50
上田市立中塩田小学校 ２月15日 窪田女性部監事 54
上田市立川西小学校 ２月16日 早川女性部副部長 28
上田市立菅平小学校 ２月19日 小泉女性部長 4
坂城町立南条小学校 ２月22日 神林女性部直前部長 31

合　計 507

５．地元出身芸術家支援活動（親会主催、女性部共催）
「クリスマスコンサート」
12 月 23 日㈯ 14：00 ～
来場者 516 名
出演者
梨本　卓幹（ピアノ）
三井　崇裕（クラリネット）
田中　信証（ファゴット）
会　場	 サントミューゼ

大ホール
６．新春講演会の開催（研修委員会主催）
（上田商工会議所と共催）
本年度の主管は上田商工会議所
令和６年１月 18 日㈭　　参加者 200 名
講師：須田　慎一郎 氏　経済ジャーナリスト
演題：「どうなる日本 ! 日本経済の明日を読む」
会場：サントミューゼ小ホール
７．県連ながの結婚支援センター
　「ときめき出会いパーティー」
10 月 25 日㈬ 19：00 ～ 20：30　草木万里野上田店
参加者　男性 9名　女性 5名
８．法人会ホームページによる情報提供（広報委員会主管）
⑴　研修動画リンク	 決算説明会、新設法人説明会、
令和 5年度税制改正（全法連と県連作成動画）
	 年末調整説明会、インボイス制度（国税庁作成動画）

⑵　会員増強動画リンク（県連作成）
⑶　厚生制度推進動画リンク（県連作成）
⑷　事業等の開催情報　決算説明会、管内横断税務
研修会、各種講演会、税務研究会、生活習慣病予
防健診、全法連税制セミナー、地元出身芸術家支
援活動（クリスマスコンサート）、会員親睦ゴル
フ大会、会員親睦ボウリング大会、新春講演会等
⑸　バナーの掲載　令和 5年分確定申告、年末調整、
自主点検チェックシート、ながの結婚支援センター、
インターネットセミナー、セミナーDVD・CDレン
タルサービス等

【会員の交流及び増強に資するための事業】
実施事業
１．総会記念講演
６月２日㈮ 16：00 ～　於；上田高砂殿
演題：「パントマイムと上田法人会」
講師：小島屋 万助 氏・羽鳥 尚代 氏　パントマイムマイミスト
　　　パントマイム学校公演 25 回記念
２．署長を囲む懇談会（税制委員会主催）
９月 15 日㈮ 15：30 ～　於；上田東急REI ホテル
税務署　倉重署長、深澤副署長　山浦統括官、
　　　　木村総括上席官
法人会　会長他各支部役員　34 名
３．女性部合同研修会
９月26日㈫　東京ベイ　シンフォニー・ランチクルー
ズとチームラボプラネッツTOKYO　DMM　豊洲
の体験研修　参加者 40 名
４．会員親睦ゴルフ大会（厚生委員会主催）
10 月 12 日㈭
於；上田丸子グランヴィリオゴルフ倶楽部
　　参加者 48 名
５．東京上田会との交流（青年部主催）
⑴　青年部第 39 回定時総会
記念講演の講師派遣を依頼
演題：「インドが抱える問題と課題」
講師：野口　直良 氏

一般財団法人国際貿易投資研究所　専務理事
日本貿易振興機構（ジェトロ）元理事

来賓の山嵜会長をはじめ東京上田会より 4名ご出席
⑵　令和5年「信州うえだ東京の集い」浅草ビューホテル
10 月６日㈮　出田会長出席

６．会員親睦ボウリング大会（厚生委員会主催）
令和６年２月 22 日㈭　スタート 18：30 ～
於；プラチナレーンズ上田店　参加者 41 名

【会員の福利厚生等に資する事業】
実施事業
１．生活習慣病予防健診（厚生委員会主管）
第１回
　上田会場（上田高砂殿）９月６・７・11・12・19 日（水・木・月・火・火）
　千曲会場（戸倉創造館）９月８・13 日（金・水）

受診者 441 名
第２回
　上田会場（上田高砂殿）２月 21・22・26 日（水・木・月）
　千曲会場（戸倉創造館）２月 28 日㈬

受診者 195 名
昨年度に引き続き受診者が大幅増加� 総　計 636 名
２．PET/CT検診の実施（厚生委員会主管）
申込書は会報に同封　随時申込受付� 受診者 8名
３．MRI 人間ドックの実施（厚生委員会主管）
申込書は会報に同封　随時申込受付� 受診者 34 名
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４．法人会福利厚生制度（大同生命・AIG・アフラック）
の推進
厚生制度推進連絡協議会の開催（厚生委員会主催）
８月 24 日㈭　於；上田高砂殿
「Challenge100」キャンペーンについて
組織委員会並びに厚生委員会による会員増強について
出席者　委託保険会社支社長、支店長、所長、
　　　　支店長補佐
　　　　本会から出田会長、副会長、常任理事、
　　　　組織委員、厚生委員、青年部役員
　　　　出席者 22 名（委託保険会社含む）

【その他事項】
１．令和 5年度表彰
６月 13 日㈫　全法連功労者表彰
田中　克明　理事
６月 13 日㈫　県連功労者表彰（五十音順）
浅川　　等　副会長	 佐藤　　貴　副会長
飯島　孝一　常任理事	 滝沢　秀治　副会長
井澤　文彦　理事	 田口　敬祐　常任理事
一之瀬　治　前副会長	 富澤　武嗣　前常任理事
川上淳一郎　前常任理事	 原田　孝子　副会長
窪田　富子　監事	 堀内　保美　前常任理事
栗木　悦郎　常任理事	 前田　　力　常任理事
小平　悟朗　副会長	 町田　佳彦　理事
齋藤　佳久　理事	 宮入　圭一　前副会長
坂口　晋一　常任理事	 宮澤　広一　前理事
坂下　丈夫　常任理事	 吉川　芳秋　副会長
佐藤　公明　副会長	 和田　澄夫　常任理事
	 篠原　明美　事務局職員
６月 13 日㈫　県連会員増強表彰
支部表彰　塩田支部
個人表彰　堀内　輝雄　塩田支部監事
　　　　　熊井　健二　塩田支部理事
　　　　　河合　良則　常任理事（上田第 2支部長）
　　　　　馬場　和幸　上田第 2支部
　　　　　佐藤　公明　副会長（長和支部長）
10 月 31 日㈫　関東信越国税局長納税表彰
桑原　茂実　副会長
滝沢　秀治　副会長
11 月 14 日㈫　上田税務署長租税教育推進感謝状
一般社団法人　上田法人会

２．優良経理担当者表彰（研修委員会主催）
受賞者 3名　通常総会議事終了後に表彰式実施
３．会員増強及び活性化運動について（組織委員会主管）
⑴　増強目標

（県連）純増目標数　30 社
　令和 5年 4月 1日の会員数の維持
（当会）純増目標数　50 社
⑵　増強運動特別推進期間の設定
9月 1日～ 11 月 30 日（12 月を予備月間）
⑶　増強運動の推進
①「未加入法人名簿」と県連から提供された「新設
法人名簿」を活用して各支部役員と厚生制度推進
員さんが連携、増強運動を推進
②賛助会員（個人事業主）への加入勧奨
③法人会役員及び常設委員一人年間 1社以上の会員
獲得運動の展開
④無稼働法人や実態のない法人については事務局で
取りまとめ署へ報告
⑤退会防止については、支部役員さんの人脈で説得
をお願い
　「休会制度」の活用　令和 5年度は 3社の申請
※「休会制度」は令和 5年度をもって終了
⑷　青年部・女性部の会員数について

5.4.1会員数 5 年度入会者 5 年度退会者 6.3.31会員数
青 年 部 55 5 ※6 54
女 性 部 340 4 19 325

※内卒業生 5名

⑸　年会費未納会員の徴収・活性化活動を推進
⑹　令和 5年度会員増強表彰
　令和 5年 6月開催総会にて実施
団体表彰
純増目標達成支部－ 2支部（上田第 6・11 支部）
報奨金
純増となった支部－ 2支部（上田第 6・11 支部）
報奨金
個人表彰
増強 1社につき報奨金 3,000 円
増強 3社以上達成者に表彰状
増強 1社－ 21 名、2社－ 4名、3社以上－ 3名

４．県連　厚生委員会全体会議（東北信地区会議）
８月４日㈮　於；ホテルメトロポリタン長野
出席者	 佐藤副会長（アドバイザー）、池田委員長、

町田副委員長、栗木副委員長、窪田委員
５．全法連厚生委員会へ池田委員長出席
第１回　８月１日㈫　於；明治記念館
　令和 5年度活動について
第２回　２月９日㈮　於；全法連会館
　令和 6年度活動方針

決算説明会のご案内
上田法人会では、上田税務署と共催で「決算説明会」を次の 2会場にて開催いたします。
どちらの会場にもご出席いただけます。
9月開催は 8月、9月、10 月決算の企業が対象です。

◆対象の企業には税務署から通知（はがき）が発送されます。
◆上記以外の決算月の方でも聴講希望の方はご出席いただけますので、お出かけください。
※決算説明会は今年度より開催月と対象の企業が変更となります。
　開催月は、6月・9月・12月・3月です。
　対象の企業につきましては、上田税務署より送付されます通知（はがき）をご確認くださいますようお願いいたします。

◎戸倉会場
９月12日㈭	千曲市戸倉創造館 3F小ホール� 14：00～15：30
◎上田会場
９月18日㈬	上田商工会議所 5Fホール� 14：00～15：30
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〈事業別〉正味財産増減計算書
（自　令和５年４月１日　　至　令和６年３月 31 日）

【単位＝円】
科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ．一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
⑴　経常収益
受取会費 13,564,000 13,767,500 ▲ 203,500
事業収益 5,446,000 1,423,790 4,022,210
受取補助金等 14,048,930 14,124,690 ▲ 75,760
雑収益 1,301,772 371,257 930,515

【 経 常 収 益 計 】 34,360,702 29,687,237 4,673,465
⑵　経常費用
事業費 27,760,278 24,912,266 2,848,012
（税務支援事業） 753,139 992,695 ▲ 239,556
（税の啓発提言事業） 510,230 702,440 ▲ 192,210
（広報事業） 132,950 3,619,145 ▲ 3,486,195
（地域社会貢献事業） 2,082,822 2,077,902 4,920
（会員支援事業） 6,976,840 3,803,397 3,173,443
（会員増強事業） 327,920 399,230 ▲ 71,310
（厚生制度推進事業 ) 54,440 122,623 ▲ 44,658
（事業費共通費用） 16,921,937 13,194,834 3,727,103
管理費 9,912,247 5,846,855 4,065,392

【 経 常 費 用 計 】 37,672,525 30,759,121 6,913,404
【 当 期 経 常 増 減 額 】 ▲ 3,311,823 ▲ 1,071,884 ▲ 2,239,939
２．経常外増減の部
⑴　経常外収益

【 経 常 外 収 益 計 】 0 0 0
⑵　経常外費用

【 経 常 外 費 用 計 】 0 0 0
【 当 期 経 常 外 増 減 額 】 0 0 0
【税引前一般正味財産増減額】 ▲ 3,311,823 ▲ 1,071,884 ▲ 2,239,939
【 法 人 税 及 び 住 民 税 】 71,000 71,000 0
【当期一般正味財産増減額】 ▲ 3,382,823 ▲ 1,142,884 ▲ 2,239,939
【一般正味財産期首残高】 35,306,661 36,449,545 ▲ 1,142,884
【一般正味財産期末残高】 31,923,838 35,306,661 ▲ 3,382,823
Ⅱ．指定正味財産増減の部
受取補助金等 13,590,700 13,762,200 ▲ 171,500
受取全法連助成金 13,590,700 13,762,200 ▲ 171,500
一般正味財産への振替額 ▲ 13,590,700 ▲ 13,762,200 171,500
　一般正味財産への振替額 ▲ 13,590,700 ▲ 13,762,200 171,500

【当期指定正味財産増減額】 － － －
【指定正味財産期首残高】 － － －
【指定正味財産期末残高】 － － －
Ⅲ．正味財産期末残高 31,923,838 35,306,661 ▲ 3,382,823
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令和 6 年度　事業計画

基本方針
１．健全な納税者団体として、申告納税制度の確立と
納税意識の高揚に努め、税務・税制に関する研修会
を開催する
２．中小企業経営の健全化に資するため、適正・公平
な税制による租税負担の軽減と納税者が納得できる
税金の使途、並びに国及び地方自治体の行財政改革
推進について提言・要望活動を行う
３．添付書類を含めた電子申告納税制度（e-Tax）と
キャッシュレス納付の利用拡大に向けPRを推進する
４．会員増強により組織・財政基盤を強化し、事業活
動の活性化を図る
５．地域社会の健全な発展に資するため、SDGs を意
識した社会貢献事業を積極的に推進する
６．福利厚生制度の推進に努め、各種保障制度の普及
拡大により会員サービスの充実を図る
７．広報誌「うえだ法人」並びにホームページにより
広報活動を推進する
８．デジタル社会に対応できる組織を目指し、WEB
環境の整備や活用に努める

事業活動計画
１．税務支援事業
　（研修委員会・税制委員会・組織委員会）
⑴　管内横断税務研修会を「税を考える週間
　（11月11日～17日）」にちなみ、上田税務署並びに
税理士会上田支部の協力を得て開催する
⑵　決算説明会・新設法人説明会を上田税務署との
共催により開催する
⑶　税務研修会を本会・支部・部会において開催する
⑷　税務研修会受講シール制度の推進
⑸　インターネットセミナー、研修DVDレンタル
事業の推進
⑹　ホームページによる研修動画配信の推進
２．税の啓発・提言事業
　（総務企画委員会・税制委員会・広報委員会）
⑴　令和 7年度税制改正要望の陳情活動の実施
⑵　アンケートを実施し、税制改正要望事項の提言
（案）を取りまとめる
⑶　法人市町村民税の標準税率採用要望を継続する
（上田市・東御市・坂城町）
⑷　法人会全国大会（税制要望全国大会、女性フォー
ラム、青年の集い）への参加
⑸　広報誌の発行、ホームページによる情報提供

①広報誌「うえだ法人」を年 4回発行し、各種情
報を会員並びに関係機関に提供する
②広報誌による税務行政への協力　「税務署だよ
り」、添付書類を含めた e-Tax とキャッシュレ
ス納付の活用 PR等の掲載
③広報誌及びホームページによる広報・情報公開
活動の推進

３．地域社会貢献事業
　（総務企画委員会・研
修委員会・厚生委員会・
女性部・青年部）
⑴　小学校における租
税教育活動・税に関
する絵はがきコン
クール・パントマイム学校公演の実施
⑵　新春講演会、文化講演会（健康セミナー）の開催
⑶　地元出身芸術家の公演支援活動の実施
⑷　地域産業振興事業へ協力
⑸　フードドライブの実施
⑹　県連事業「ながの結婚支援センター」の事業推
進に協力

４．会員支援事業
⑴　支部、部会の事業活動の支援
⑵　会員並びにその関係先への税務研修の実施
①上田税務署長を囲む懇談会を開催する
②優良経理担当者表彰制度を継続実施する
⑶　会員親睦事業の実施
⑷関係先との連携事業の実施
①東京上田会と連携し、異業種交流・研修会を実
施する（青年部総会時）
②県連事業への参加

５．厚生制度推進事業（厚生委員会）
⑴　各種福利厚生保障制度の推進を図る
福利厚生制度加入企業拡大キャンペーン
“Challenge100”事業の推進
⑵　厚生制度推進連絡協議会の開催
⑶　生活習慣病予防健診・PET/CT 検診・MRI 人
間ドックの募集・実施

６．会員増強事業（組織委員会）
⑴　本会の組織・基盤強化に資するため会員増強運
動を推進する
⑵　上田税務署・関東信越税理士会上田支部・委託
保険会社の協力を仰ぎ連携を図る
⑶　新設法人に対し加入勧奨を重点的に実施する
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令和 6 年度　収支予算書
（自　令和６年４月１日　　至　令和７年３月 31 日）

【単位＝円】
科　　　　目 予　算　額 前年度予算額 差　異

Ⅰ．一般正味財産増減の部
１．　経常増減の部
⑴　経常収益
受取会費 13,550,000 13,800,000 ▲ 250,000
事業収益 5,350,000 4,750,000 600,000
受取補助金等 14,259,160 13,954,330 304,830
雑収益 620,300 620,300 0

【 経 常 収 益 計 】 33,779,460 33,124,630 654,830
⑵　経常費用
事業費 25,076,500 24,740,374 336,126
（税務支援事業） 678,000 713,000 ▲ 35,000
（税の啓発提言事業） 731,000 713,000 18,000
（広報事業） 146,000 186,000 ▲ 40,000
（地域社会貢献事業） 2,180,000 2,117,500 62,500
（会員支援事業） 4,455,000 4,430,000 25,000
（会員増強事業） 260,000 295,000 ▲ 35,000
（厚生制度推進事業 ) 110,000 110,000 0
（事業費共通費用） 16,516,500 16,175,874 340,626
管理費 8,603,500 8,297,126 306,374

【 経 常 費 用 計 】 33,680,000 33,037,500 642,500
【 当 期 経 常 増 減 額 】 99,460 87,130 12,330
２．経常外増減の部
⑴　経常外収益

【 経 常 外 収 益 計 】 0 0 0
⑵　経常外費用

【 経 常 外 費 用 計 】 0 0 0
【 当 期 経 常 外 増 減 額 】 0 0 0
【税引前一般正味財産増減額】 99,460 87,130 12,330
【 法 人 税 及 び 住 民 税 】 71,000 71,000 0
【当期一般正味財産増減額】 28,460 16,130 12,330
【一般正味財産期首残高】 31,923,838 35,306,661 ▲ 3,382,823
【一般正味財産期末残高】 31,952,298 31,923,838 28,460
Ⅱ．指定正味財産増減の部
受取補助金等 13,801,400 13,590,700
受取全法連助成金 13,801,400 13,590,700
一般正味財産への振替額 ▲ 13,801,400 ▲ 13,590,700
一般正味財産への振替額 ▲ 13,801,400 ▲ 13,590,700

【当期指定正味財産増減額】 － － －
【指定正味財産期首残高】 － － －
【指定正味財産期末残高】 － － －
Ⅲ．正味財産期末残高 31,952,298 31,923,838 28,460
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令和 6 年度 会員増強・厚生制度表彰名簿
（敬称略）

全法連功労者表彰
　6月 14日㈮ホテルブエナビスタにおいて開催された（一社）長野県法人会連合会第 12回通常総会にて、
長年の法人会活動に対し「全法連功労者表彰」の表彰式が行なわれ次の方々が受賞されました。

　佐藤　公明　副会長（長和支部長）
　滝沢　秀治　副会長（更埴支部長）

佐藤  公明 氏 滝沢  秀治 氏 原田  孝子 氏 吉川  芳秋 氏

　原田　孝子　副会長（上田総支部第 6支部長）
　吉川　芳秋　副会長（坂城支部長）

　6月 4 日開催の当会第 12 回通常総会において優良経理担当者
表彰式が執り行われました。

氏　　名 事業所名 勤続年数 支部名
手島　恒夫 ㈱武重商会 7年 上田第１
小宮山道彦 ㈿上田車検センター 8年 上田第９
東城美佳子 ㈱あけぼの通商 18年 上田第９
鶴田　樹羅 長野第一物流㈱ 7年 更　　埴
中村まゆ美 長野第一物流㈱ 7年 更　　埴
長岡　祐甫 チヨダエレクトリック㈱ 5年 更　　埴
嶋田美佐子 丸子警報器㈱ 13年 丸子武石

第47回優良経理担当者表彰名簿（敬称略・順不同）

１．会員増強表彰
⑴　団体表彰の部
　純増目標達成支部	 上田第 2支部・上田第 6支部・上田第 8支部・
	 上田第 11支部
　純増達成支部	 上田第 2支部・上田第 6支部・上田第 8支部・
	 上田第 11支部
⑵　個人表彰の部
　上田第11支部	 宮下　幸良	 7 社
　上田第２支部	 河合　良則	 3 社
　上田第６支部	 原田　孝子	 3 社
　アフラック代理店 ㈱エヌアイ	 西澤　昌彦	 4 社
　大同生命保険㈱東信営業所	 岡﨑　富恵	 3 社

２．厚生制度表彰
優秀賞　大同生命保険㈱東信営業所　小林美和子

全法連功労者表彰（4名）（五十音順）
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総会記念講演
　本年の記念講
演は、「プレジデ
ントオンライン」・
「現代ビジネス」
で定期的に記事を
掲載されるなど経
済のみならず多方
面でご活躍の磯山
友幸氏を講師として
お迎えしました。
　磯山氏は、1962 年
東京生まれ、早稲田

大学を卒業後日本経済新聞社に入社、チューリッ
ヒとフランクフルトの支局長、証券次長、日経ビ
ジネスの副編集長、編集委員を歴任され、2011
年に経済ジャーナリストとして独立。現在は、
ジャーナリストとして活躍されるとともに千葉商
科大学教授や一般財団法人「未来を創る財団」理
事長をされております。

　講演では、岸田内閣発足後の日経平均株価だけで
なく不動産価格や貴金属・宝飾品も大きく値上がり
している。しかし、値上がりした金小売価格を基準
に日経平均を見ると逆に3割も値下がりしている。株
価は「日本円建て」では確かに「大幅上昇」してい
るが、「円劣化」バブルになっている状況で、国力が
落ち「安い日本」に陥っていると説明されました。
　「安い日本」から脱して「日本経済の復活」を
成し遂げるには、企業は高付加価値にシフトし「外
貨を稼ぐ」企業へ、また地域は「人が集まる」と
ころに変えることが必要で、株価や地価はまだま
だ上がるかもしれないが「円」基準ではなく本当
に価値が上がっているのか考えなければならない。
国民が豊かになるには「適正価格＝高い価格」で
儲け、地域の持つ「財産」「魅力」に磨きをかけ「安
売り」をしてはいけない、と語られました。
　日本経済の現状を適切に分析され、脱「安い日
本」のお考えをご提言いただいた有意義な講演で
ありました。

演題	「株高はどこまで行くのか～日本経済の未来と地域」
講師	 磯山　友幸 氏
	 経済ジャーナリスト・千葉商科大学教授

第 18 回 法人会全国女性フォーラム広島大会
女性部長　小泉　千恵

　4月18日木曜日、
第 18 回法人会全
国女性フォーラム
が広島県立総合体
育館（広島グリー
ンアリーナ）にて
開催されました。
　いまだ人数制限

がかけられ、長野県連からは 20 名、当会からは 2名
が参加させていただきました。全国では、31 県 399
会 約 1,690 人が集いました。
　第一部の記念講演は、広島交響楽団桂冠指揮者の下
野竜也氏による「音楽・師との出会い　～今、我々に
求められること～」と題し、講演されました。下野氏
は自分が今ここにあるのはたくさんの師の教えがあっ
たからだとし、学び感じたこととして、
＊音楽を自分の名誉や利益のために使ってはならない
＊東洋人が西洋の音楽を学ぶための基礎を叩き込まれた
＊信頼関係があればハラスメントにはならないので
はないか

と説明されました。時には家族とのユニークなエピ
ソードを交えながら楽しくお話しくださいました。下
野氏はサイトウ・キネン・フェスティバル松本にも参
加されたことがあるとお聞きし、親近感を感じました。
広島交響楽団の「桜の歌」の演奏はさすがにプロ、素
晴らしいものでした。
　第二部の大会式典は、「2024 HIROSHIMA　今、み
つめなおそう ! ～多島美の瀬戸・豊かな里山から～」
の大会キャッチフレーズと共に、「世界最初の被爆地
広島から、世界の恒久平和を願い、相互に思いやるこ
とのできる優しい未来、女性がさらに活躍できる社会
の実現に向けて邁進しましょう」と、女性部会がさら
に飛躍すべく大会宣言がされました。また、広島県連
16 部会による活動事例発表があり、活発に活動され
ていると感じました。
　第三部の懇親会は、ウェルカム演奏にて皆で手話の
大合唱を行い、竜神の舞が披露され、始終和やかなひ
とときでした。
　女性の力強さ、平和の尊さを学んだ、広島大会でした。



13

令和７年度税制改正要望
一般社団法人　上田法人会

　財政改革とは、歳出の削減が先に、歳入の増収はそのあとに論じられるのが本来の
姿です。
　まず歳出をしっかりと削った上で、増税や借金による歳入をおさえることが、税制
の原則である「分かりやすくシンプルな税制」にも繋がります。
　しかし今は歳出・歳入一体化のバランスが崩れ、その結果、税制もシンプルにはほ
ど遠い、複雑なものへと変わりつつあります。

　その意味からも、引き続き、消費税の軽減税率の撤廃を強く求めます。
　軽減税率制度は、中小企業にとって多岐のコストが発生し、極めて大きな負担が強
いられた上に、数え切れないケース・バイ・ケースの事例の数々は税制の簡素化に逆
行しています。
　同制度の目的である低所得者対策の有用性も、改めて検証されるべきです。
　消費税は現行の 10%までは単一税率とすべきです。

　加えて、昨年から実施されたインボイス制度は、その複雑さゆえにいまだに混乱が
生じ、事業者には更なる設備投資・事務作業・社員教育等の負担が極めて大きくのし
かかってきています。
　しかし、それに対する政府からの特段の配慮がなされてきたとは到底思えません。
　さらにインボイス制度は、免税事業者が課税事業者からの取引排除になり兼ねない、
新たな問題をも引き起こしています。

　そして、消費税軽減税率制度・インボイス制度は、その問題点をしっかりと洗い直
した上で、制度の見直し、さらには撤廃の検討を強く求めます。

　シンプルな税制への逆行といえば、6月から実施される定額減税制度も然りです。
　事業者を悩ませる複雑な内容の理解、実施に掛かる事務的・人的・時間的負担は、
一時的な減税に見合ったものとは到底思えません。
　政府がこの定額減税制度を実施するために必要とする多大なコストを、結果的に国
民の税金で担っている事を考えると、これはむしろ減税のための増税とすら言えるか
もしれません。

　繰り返しますが、誰もが分かりやすいシンプルな税制の実施こそが肝要であり、
このことが経済の活性化ひいては財政健全化に繋がることを改めて強く訴えます。
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令和６年４月から

が始まります !

自動ダイレクト
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 令和 6 年度　上田　　法人会行事予定表
・会員増強特別月間
　　（9～11月）

　小学校租税教育

４　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月

主要行事

15	 本会監査会
21	 理事会

各支部総会

 4	 第12回
	 通常総会
14	 県連総会
	 （松本）
21	 事業推進委員

合同会議

下旬	局連国税局
	 役員協議会

 3	 全国大会
	 （鹿児島）

国税局長講演会

上旬	局連事務担当者
	 研修会（さいたま）
中旬	全国専務理事等
	 会議
22	 クリスマス
	 コンサート

中旬	全法連新年賀詞
	 交歓会

上旬	国税局協議会 上旬	全法連事務局
	 セミナー
中旬	理事会

総務企画

10	 県連委員会
11	 委員会

 4	 通常総会進行 下旬	支部事務局
	 担当者会議

組 織

 9	 県連委員会
12	 委員会

25	 新設法人
	 説明会

下旬	県連委員会 中旬	新設法人説明会
委員会

研 修

 3	 決算説明会
	 （戸倉）
 4	 決算説明会
	 （上田）
24	 委員会

15	 県連委員会  4	 優良経理
	 担当者表彰
13	 決算説明会
	 （戸倉）
17	 決算説明会
	 （上田）

12	 決算説明会
	 （戸倉）
18	 決算説明会
	 （上田）

 6	 県連委員会

横断税務研修会

横断税務研修会 中旬	決算説明会
	 （戸倉）
12	 決算説明会
	 （上田）

23	 新春講演会 中旬	決算説明会
	 （戸倉）
14	 決算説明会
	 （上田）

税 制

22	 委員会

税制改正アンケート実施

税制改正要望作成

下旬	署長を囲む
	 懇談会

税制改正要望　陳情 税制改正要望　陳情 中旬	全法連税制セミナー
（東京）

厚 生

　　	 県連委員会 下旬	厚生制度連絡
	 協議会

17・18・24・25・26・27
	 生活習慣病予防

健診（上田）
19・20	生活習慣病予防

健診（千曲）

10	 ゴルフ大会 中旬	会員親睦
	 ボウリング大会
中旬	生活習慣病予防
	 健診
	 （上田・千曲）

下旬	委員会

広 報

 1	 会報152号発行
15	 委員会
	 （153号編集）

23	 県連委員会
24	 会社訪問取材

11	 委員会  1	 会報153号発行
中旬	委員会
	 （154号編集）

中旬	会社訪問取材 中旬	委員会  1	 会報154号発行
 4	 県連委員会
中旬	委員会
	 （155号編集）

中旬	会社訪問取材 中旬	委員会  1	 広報155号発行
中旬	委員会
	 （156号編集）

中旬	会社訪問取材 中旬	委員会

青 年 部

 9	 監査会
 9	 役員会

10	 定時総会
17	 県連連絡
	 協議会

12	 部会 28・29	パントマイム
学校公演

小学校租税教育
研修会（予定）

13	 局連セミナー
	 （新潟）

18	 県連青年部
	 合同例会（伊那）

7・8	 全国青年の集い
	 （福井）

	 佐久法人会
	 青年部交流会

女 性 部

18	 全国女性フォーラム
広島大会

23	 監査会
23	 役員会

 4	 定時総会
24	 県連連絡
	 協議会
税に関する絵はがき
コンクール応募の声
掛け

26	 役員会
26	 文化講演会
26	 フードドライブ
26	 ペットボトル

キャップ収集

	 合同研修会 11	 県連女性部
	 合同例会（松本）

中旬	絵はがきコンクール
	 審査会
下旬	絵はがきコンクール
	 選考会

	 県連女連協 	 絵はがきコンクール
	 表彰式

	 絵はがきコンクール
	 表彰式
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 令和 6 年度　上田　　法人会行事予定表
４　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月

主要行事

15	 本会監査会
21	 理事会

各支部総会

 4	 第12回
	 通常総会
14	 県連総会
	 （松本）
21	 事業推進委員

合同会議

下旬	局連国税局
	 役員協議会

 3	 全国大会
	 （鹿児島）

国税局長講演会

上旬	局連事務担当者
	 研修会（さいたま）
中旬	全国専務理事等
	 会議
22	 クリスマス
	 コンサート

中旬	全法連新年賀詞
	 交歓会

上旬	国税局協議会 上旬	全法連事務局
	 セミナー
中旬	理事会

総務企画

10	 県連委員会
11	 委員会

 4	 通常総会進行 下旬	支部事務局
	 担当者会議

組 織

 9	 県連委員会
12	 委員会

25	 新設法人
	 説明会

下旬	県連委員会 中旬	新設法人説明会
委員会

研 修

 3	 決算説明会
	 （戸倉）
 4	 決算説明会
	 （上田）
24	 委員会

15	 県連委員会  4	 優良経理
	 担当者表彰
13	 決算説明会
	 （戸倉）
17	 決算説明会
	 （上田）

12	 決算説明会
	 （戸倉）
18	 決算説明会
	 （上田）

 6	 県連委員会

横断税務研修会

横断税務研修会 中旬	決算説明会
	 （戸倉）
12	 決算説明会
	 （上田）

23	 新春講演会 中旬	決算説明会
	 （戸倉）
14	 決算説明会
	 （上田）

税 制

22	 委員会

税制改正アンケート実施

税制改正要望作成

下旬	署長を囲む
	 懇談会

税制改正要望　陳情 税制改正要望　陳情 中旬	全法連税制セミナー
（東京）

厚 生

　　	 県連委員会 下旬	厚生制度連絡
	 協議会

17・18・24・25・26・27
	 生活習慣病予防

健診（上田）
19・20	生活習慣病予防

健診（千曲）

10	 ゴルフ大会 中旬	会員親睦
	 ボウリング大会
中旬	生活習慣病予防
	 健診
	 （上田・千曲）

下旬	委員会

広 報

 1	 会報152号発行
15	 委員会
	 （153号編集）

23	 県連委員会
24	 会社訪問取材

11	 委員会  1	 会報153号発行
中旬	委員会
	 （154号編集）

中旬	会社訪問取材 中旬	委員会  1	 会報154号発行
 4	 県連委員会
中旬	委員会
	 （155号編集）

中旬	会社訪問取材 中旬	委員会  1	 広報155号発行
中旬	委員会
	 （156号編集）

中旬	会社訪問取材 中旬	委員会

青 年 部

 9	 監査会
 9	 役員会

10	 定時総会
17	 県連連絡
	 協議会

12	 部会 28・29	パントマイム
学校公演

小学校租税教育
研修会（予定）

13	 局連セミナー
	 （新潟）

18	 県連青年部
	 合同例会（伊那）

7・8	 全国青年の集い
	 （福井）

	 佐久法人会
	 青年部交流会

女 性 部

18	 全国女性フォーラム
広島大会

23	 監査会
23	 役員会

 4	 定時総会
24	 県連連絡
	 協議会
税に関する絵はがき
コンクール応募の声
掛け

26	 役員会
26	 文化講演会
26	 フードドライブ
26	 ペットボトル

キャップ収集

	 合同研修会 11	 県連女性部
	 合同例会（松本）

中旬	絵はがきコンクール
	 審査会
下旬	絵はがきコンクール
	 選考会

	 県連女連協 	 絵はがきコンクール
	 表彰式

	 絵はがきコンクール
	 表彰式

＊各行事につきましては、年次計画における予定であり開催の可否を含めて変更する場合がございます。
　今後の本誌またはホームページによる開催のお知らせや各行事の開催通知をご覧ください。
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今月の訪問先

株式会社　羽田組
◦代表取締役社長　佐藤　公明

◦所在地　長野県小県郡長和町和田1540-1
TEL.0268-88-2012　FAX.0268-88-2774

◦創立　1931年1月　◦従業員　21名

地域住民の生命と生活を最優先
　 創業 93年の老舗企業
　今回は長和町和田の『羽田組』にお伺いしました。
1931 年昭和 6 年 1 月に前進である和田村労働供給組
合が土建業として創設し、昭和 32 年 1 月に株式会社
羽田組に組織変更、創業 93 年の老舗総合建設企業です。
　この度、佐藤公明社長に会社の歴史から今後の展望
など貴重なお話をお聞きすることができました。
　羽田組が現在を迎えるまでには多くの苦難を乗り越
えられています。その中で、印象的なエピソードをご
紹介します。

　 長和の道路には雪がない
　羽田組の仕事の一つである冬場の除雪作業がありま
す。以前は積雪も多く、町内から和田峠や近隣市町
村をつなぐ峠道の除雪を行っていました。近年は積
雪が少なく年に 4回程度の除雪作業ですが、10 年前
の 2014 年 2 月の大雪は羽田組の企業力が発揮された
出来事でした。1週前に降った雪がまだまだ残ってい
る中 100 年に 1度といわれる程の積雪を記録しました。
高速道路は通行止めになり、東信地域のほとんどの道
路において除雪が間に合わず、車は身動きがとれない
状況になりました。しかし、長和町では他市町村より
早く除雪を始め、夜も羽田組社員の皆さんが力を合わ

会社訪問············vol.121
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◦事務所風景

◦佐藤
　社長

◦ICT 化した重機（タブレット搭載）を説明する佐藤社長（左から 1 人目）

せ除雪を行った結果、長和町の道路には雪がないと言
われたそうです。羽田組の力は町内にとどまらず、松
本市まで応援に駆け付けたそうです。
　もう一つ大きな災害が、2019 年の台風 19 号による
ものでした。上小地域内を中心に災害対応を行いまし
た。特に東御市の海野宿橋崩落と堤防決壊による道路
寸断には、東御市の建設業者と力を合わせ、昼夜問わ
ず地域住民を守る為の復旧工事を行ったそうです。会
社の利益より地域住民の生命と生活を最優先に考え作
業に臨んでいます。表に出ることが少ない縁の下の力
持ちとして、地域を守っている企業です。

　 ICT 化で作業効率アップと安全作業
　現在は、建設業界を取り巻く環境が急激に変化して
います。建設業の ICT 化は必須条件になりつつあり
ます。佐藤社長はこの流れをしっかりと掴み、社内の
システムをDX化し、建設重機にはプログラムを組み
職人さんの経験値で差が出ないように、誰でも操作す
ることの出来る最新機器を導入されています。山間部
の状況把握や測量は最新鋭のドローンを使用して映像

化し、工事を正確に行うことが出来ています。若手社
員はゲーム感覚で仕事に取り組んでいるそうです。

　 男性社員にも育休　「絶対に社員を守る!」
　佐藤社長は、会社の未来を見据え特に大切にしてい
ることがあります。それは「絶対に社員を守る !」と
いうことです。21 名の社員の為に、仕事のしやすい
環境作りや社員の交流行事などを行い、和気あいあい
とした職場環境を作っています。特に素晴らしいと感
じたことは男性社員に育休を取れるような仕組みを作
り、子育て環境整備にも力を注いでいます。また、若
手社員の発掘のために、中学校への出前講座や高校生
には現場見学会を行い、イメージだけにとらわれない
ように建設業の本来ある仕事や地域に対する想いなど
を発信する活動にも尽力されています。
　羽田組は 7年後には創業 100 年を迎えます。次世代
を受け継ぐ人材も育成され、今後 150 年 200 年と地域
にあり続ける企業だと感じることが出来ました。
　佐藤社長、お忙しい中ご対応いただき誠にありがと
うございました。� （広報委員　山岸　智之）

◦取材班に説明する佐藤社長（右から2人目）

◦機材置場

◦ドローン
タブレット
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【連絡先】ながの結婚支援センター
　TEL.0268-23-8460
　HP: https://www.msc-nagano.jp/ コーディネーター

溝端 勇二 氏

少子化対策－ながの結婚支援センターの挑戦
　皆様、こんにちは。ながの結婚支援センターコーディ
ネーターの溝端勇二です。当センターでは、15年間に
わたり多くのカップルを支援し、結婚に導いてきました。
しかし、ファッションやコミュニケーションを学んでも
らいましたが、成功しない人が多いのが現実です。
　この問題を解決するために、昨年の夏ごろから道徳
と心の教育が必要だと考え、セミナーを開設しました。
その結果、結婚する人が増え始め、これが成功の鍵だ
と確信しました。
　そこで、ながの結婚支援センターは『人材育成部門』
のセミナーを設立します。月 1回のオンライン飲み会
形式で『道徳・コミュニケーション・人間力UP・人
となかよくなる方法』を楽しく学べるプログラムを提
供します。また、個別に「若者の悩みを聞く面談」・「よ
ろず相談」・「リアル飲み会交流（受付年 2回）」も開
催します。
　このプログラムにより、受講者の人間力が向上し、
20 代で結婚する人が増えることが期待されます。準備
が整い次第、法人会会報やチラシでご案内します。
　皆様には“セミナーに参加すると自分の人生に役に
立ち、自然な出会いがある”と社員や親族の皆さんに
声がけのご協力をよろしくお願いします。
　このプログラムを通じて、若い世代が人とのつながり
を深め、将来のパートナーシップを築く手助けをします。

ながの結婚支援セミナー：人材育成部門
■目　標
－20代（新入社員～20代）の人による「人と仲良くな
る方法」・「コミュニケーションスキル」の学習。

■方　法
１．法人企業への提案
　－法人企業を訪問し、セミナーやプログラムを提案。
　－提案活動は足で行うことが重要。
　－楽しい学びの場を提供。
２．集合の場を作る
　－オンライン：Facebook の秘密のグループを活用。
　－オフライン：リアルなセミナーを開催
　　（例：「愛される人になる授業」）。
　－飲み会や交流会も開催。
３．オンラインプラットフォーム
　－ Facebook と LINE を連携。
　－オンラインでの告知や情報共有。
　－個別の 1対 1の相談会を実施。
■目　的
　－人間力を高め、大人としての意識向上を促す。
　－ 20代で結婚する人を増やす。

季節の花コーナー
シャクヤク

　シャクヤク（芍薬）はボ
タン科ボタン属の植物です。
中国北部からシベリア、モ
ンゴルにかけての寒い地域
が原産。5 月～ 6 月、初
夏にかけて咲き誇ります。
すっと伸びた茎は 60セン
チ程になり、その先に直

径 10～ 15㎝ほどの大輪の花を咲かせます。花の色も
赤やピンクの他に白、黄色とバリエーションが豊かです。
バラのようなほのかに甘い良い香りがします。
　また、原産地の中国では漢方薬としても使われること
で有名です。血液の滋養に効くとされ、月経不順や生理
痛、冷え性など婦人科系の効能があるとされています。
　シャクヤク（芍薬）という名前の由来は、姿がしなや
かで優しい様子という意味の「綽約（しゃくやく）」か
らついたといわれています。また、シャクヤク（芍薬）
の「芍」という字は「抜きんでて美しい」という意味が
あり、「抜きんでて美しい薬」ということからついたと
いう説もあります。シャクヤクの根は婦人科の漢方薬と
して古来より女性を救ってきたのですね。

　シャクヤク（芍薬）の別名は貌佳草（カオヨグサ）とい
います。顔貌（がんぼう）顔かたちが良いという意味か
らつきました。シャクヤク（芍薬）は平安時代日本に渡来し、
室町時代には茶花などに使われ親しまれてきました。
　18世紀には改良が進み、700種類も品種がつくられ
たといわれます。日本で改良されたシャクヤクは「和シャ
クヤク」と呼ばれ、海外で改良された「洋シャクヤク」
と区別されました。
　シャクヤクには多くの園芸品種があり、大きく「和シャ
クヤク」と「洋シャクヤク」に分かれます。「和シャク
ヤク」はシンプルな一重咲きや、雄しべが花のように咲
く扇咲きといった花の咲き方をします。「洋シャクヤク」
は八重咲きや手毬咲きといった豪華な印象です。
　シャクヤク（芍薬）の花はとても豪華なので、一輪で
もお庭やお部屋がぱっと明るくなります。咲いている姿
はもちろん美しいのですが、蕾の時のきゅっと丸まった
様子もとてもかわいらしく、アレンジなどでもアクセン
トとして使うことがあります。
　ゆっくりと蕾からだんだん開いていく姿は息をのむほ
どの美しさです。この美しい花が女性のための婦人科の
漢方薬として使われていると
いうことがうなずけます。ほ
のかな香りもとても芳しいの
で、ぜひお部屋に置いて癒さ
れてみてはいかがでしょうか。
（広報委員　近藤　洋子）
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支部だより支部だより
3・4・5月

　上田総支部――
〔会　議〕
３月６日	 第 8 支部理事会　写楽
３月８日	 第 10 支部理事会　家楽
３月14日	 第 4 支部理事会　厨
３月29日	 第 2 支部理事会　一貫茶屋
４月５日	 女性部幹事会　上田商工会議所
４月13日	 第 10 支部研修旅行　滝の湯
５月16日	 上田総支部例会　上田東急REI ホテル
〔研修会〕
５月16日	 税務研修会　出席者 29 名
　テーマ　「定額減税のしかた」
　講　師　上田税務署法人会担当官
　　　　　上田総支部研修会　出席者 29 名
　テーマ　「上田旧市内の学童疎開」
　講　師　酒富醸造㈱代表取締役　栁澤憲一郎 氏

　更埴支部――
〔会　議〕
４月25日	 役員会　味のきばらし
５月14日	 支部総会　千曲商工会議所
〔研修会〕
５月14日	 税務研修会　出席者 17 名
　千曲商工会議所
　テーマ　「定額減税について」
　講　師　上田税務署法人会担当官

　丸子武石支部――
〔会　議〕
５月２日	 監査会・役員会　上田市商工会
５月31日	 支部総会　かたぎり

〔研修会〕
５月31日	 税務研修会　出席者 34 名　かたぎり
　テーマ　「定額減税について」
　講　師　上田税務署法人会担当官
５月31日	 経営セミナー　出席者 32 名　かたぎり
　テーマ　「カーボンニュートラルと地域企業の対応」
　講　師　関東経済産業局資源エネルギー環境部　小林　奈月 氏

　坂城支部――
〔会　議〕
４月９日	 女性部役員会　坂城町商工会館
４月24日	 監査会・役員会　坂城町商工会館
５月22日	 支部総会　坂城町商工会館
〔研修会〕
４月24日	 税務研修会　出席者 17 名
　坂城町商工会館
　テーマ　「定額減税について」
　講　師　上田税務署法人会担当官
　支部研修会　出席者 17 名　坂城町商工会館
　テーマ　「防災～はじめの一歩～」
　講　師　防災士　神林まゆみ 氏（坂城支部女性部長）

　戸倉上山田支部――
〔会　議〕
５月８日	 監査会・役員会　戸倉上山田商工会館
５月17日	 支部総会　中央ホテル
〔研修会〕
５月17日	 税務研修会　出席者 20 名　中央ホテル
　テーマ　「定額減税について」
　講　師　上田税務署法人会担当官

　東御支部――
〔会　議〕
４月19日	 監査会・三役会・役員会　田中公民館
５月30日	 支部総会　田中公民館
〔研修会〕
５月30日	 研修会　出席者 19 名　田中公民館
　テーマ　「データでみる東御市の経済」
　講　師　八十二銀行田中支店　支店長　小山　岳史 氏
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昭和6（1931）年創立以来、地元密着型の
企業として大自然に囲まれた郷土を愛し、
その時代に合った安全・技術・品質等の向上に
努めています。
新しい時代に向け、更なる地域の発展に貢献し、
信頼される企業を目指しております。

株式会社 羽田組
は た ぐ み

〒386-0701　小県郡長和町和田 1540-1　TEL.0268-88-2012
HP: https://www.hata-gumi.com/

　真田支部――
〔会　議〕
４月16日	 監査会・役員会　真田町商工会館
５月24日	 支部総会　真田町商工会館
〔研修会〕
５月24日	 税務研修会　出席者 10 名
　真田町商工会館
　テーマ　「定額減税について」
　講　師　上田税務署法人会担当官

　長和支部――
〔会　議〕
５月10日	 監査会・役員会　長和町商工会館
５月28日	 支部総会　長和町商工会館
〔研修会〕
５月28日	 税務研修会　出席者 7名　長和町商工会館
　テーマ　「定額減税の実務と留意点」
　講　師　上田税務署法人会担当官
３月19日	 地域社会貢献事業
	 町内の 2小学校、2保育園に
	 要望を確認の上、必要品を贈呈

　塩田支部――
〔会　議〕
３月13日	 定例役員会　塩田公民館
４月10日	 女性部監査会・役員会　塩田公民館
４月17日	 監査会・役員会　塩田公民館
５月15日	 支部総会　塩田公民館
５月15日	 支部女性部総会　塩田公民館

〔研修会〕
５月15日	 税務研修会　出席者 25 名　塩田公民館
　テーマ　「定額減税制度等について」
　講　師　上田税務署法人会担当官
３月15日	 教育文化支援ボランティア　塩田公民館
　内　容	「絵本が足りていないアジアの国々の子供

たちに翻訳シールを貼って日本の絵本を届
ける活動」　出席者 7名

　川西支部――
〔会　議〕
４月18日	 監査会・役員会　川西公民館
５月23日	 支部総会　富士屋ホテル
〔研修会〕
５月23日	 税務研修会　出席者 14 名　富士屋ホテル
　テーマ　「定額減税制度について」
　講　師　上田税務署法人会担当官

　青木支部――
〔会　議〕
４月10日	 役員会　青木村商工会館
５月23日	 支部総会　富士屋ホテル
〔研修会〕
５月23日	 税務研修会　出席者 11 名　富士屋ホテル
　テーマ　「定額減税制度について」
　講　師　上田税務署法人会担当官
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新 入 会 員 紹 介 （3・4・5 月分）

〔正会員〕� （入会順）
企業名・代表者 住　所・電話番号 業　種

（同）警備愛誠絆� 竹田まこと 東御市和 1659-3 ℡ 0268-71-7285 警備業

（同）Mi� 今村　弘喜 上田市古里 29-23 ℡ 080-9165-8412 農業用機械小売業

㈱昇龍興業� 山部　龍次 上田市中之条 367-21 建設業

㈱オープ・ORP� 山部　　保 上田市上田原 783-8 ℡ 080-1274-9217 建設業・インターネット事業

㈱Over� 荻原　　淳 上田市長瀬 2889-1 ℡ 0268-35-5600 給食・食品製造業

㈱新和ルーフ� 斉藤　秀和 上田市仁古田 1552-2 ℡ 0268-31-1191 屋根工事業

神科郵便局� 細川　　信 上田市住吉 531-12 ℡ 0268-22-5282 郵便局

㈱プレスト� 小松　憲史 上田市富士山 2416-4 ℡ 0268-71-0137 部品検査業　自動車・建機等のブレーキ部品

㈱はなおか精密� 花岡　裕志 上田市蒼久保 593-1 ℡ 0268-71-5075 製造業　金型・金属部品

NEXT RESERVATION㈱� 野口　拓馬 上田市下之郷 348-1 ℡ 0268-71-7315 情報サービス業　ウェブサイト制作等

このコーナーでは、新入会員の皆様で掲載希望の企業の情報を紹介しております。
◎広告ではありませんので、掲載は無料です。

New FaceNew FaceNew Face

新新入入会会員員ＰＰＲＲココーーナナーー #22

アスファルト
舗　装　業 新たな時代の「道しるべ」となる

シアター
ゲストハウス

合同会社犀の角
上田市中央 2丁目 11-20　TEL:0268-71-5221

　 イベント情報



25

日誌　3・4・5月
３月７日	 全法連「厚生委員会」
　池田委員長 オンライン出席
３月７日	 県連「厚生委員会」
　池田委員長 出席　ホテルブエナビスタ
３月12日	 青年部部会
　租税教室反省会・慰労会　一貫茶屋
３月13日	 県連「事務局長会議」
　金井事務局長 出席　大同生命松本ビル
３月18日	 広報委員会　上田商工会議所
３月26日	 正副会長会・理事会
　上田東急REI ホテル
３月28日	 厚生委員会　上田高砂殿
４月３日	 3・4 月末決算説明会　千曲市戸倉創造館
４月４日	 3・4 月末決算説明会　サントミューゼ
４月９日	 青年部監査会・役員会　香青軒
４月９日	 県連「組織委員会」
　宮下委員長 出席　大同生命松本ビル
４月10日	 県連「総務委員会」
　浅川委員長 出席　木曽町 駒王
４月11日	 総務企画委員会　上田商工会議所
４月12日	 組織委員会　上田商工会議所
４月15日	 広報委員会　上田商工会議所
４月18日	 第 18 回 全国女性フォーラム 広島大会
　小泉部長、神林直前部長 出席
４月22日	 税制委員会　上田商工会議所
４月23日	 女性部監査会・役員会
　上田東急REI ホテル
４月24日	 研修委員会　上田商工会議所
５月10日	 青年部定時総会　香青軒
５月15日	 本会監査会　上田商工会議所

５月15日	 県連「研修委員会」
　三井委員長 出席　大同生命松本ビル
５月17日	 県連「青年部連絡協議会」有志 親睦ゴルフ
　宮下部長 出席　穂高カントリークラブ
５月17日	 県連「青年部連絡協議会」
　宮下部長 出席　松本市 池国
５月21日	 本会理事会　上田高砂殿
５月23日	 県連「広報委員会」
　飯島委員長 出席　大同生命松本ビル
５月24日	 広報委員会　“ごめんなすって”取材
	 取材先：㈱羽田組
	 担　当：長和支部

　	 編集後記
　新緑の良い季節になりました。
　新米の広報委員ですが、今回の編集後記の執筆を申し付かりました。
　今回の「ごめんなすって」取材のため、初めて企業訪問をさせて頂きま
した。異業種の会社さんの貴重なお話を伺い、様々な苦境を乗り越えなが
ら確実に進歩しているなと感じました。広報委員でなければ出来ない経験
をさせていただきました。
　新型コロナウィルスが 2 類から 5 類に移行して 1 年が過ぎ、色々なこ
とが動き出し日常が戻りつつあります。まだまだ経済活動も復活できない
業種もありますが、明るい未来に期待したいと思います。
� （広報委員　高村　茂子）

表紙の言葉

美しの塔（長和町和田）

　美ヶ原高原のシンボル「美しの塔」。
美ヶ原産の鉄平石で出来た高さ 6ｍの塔
で、日本で一番大きな文学碑でもありま
す。南面には美ヶ原を愛した自然詩人・
尾崎喜八氏の『美ガ原高原溶岩台地』の
詩文が、北面には美ヶ原の登山道を整備
した功労者・山本俊一翁の顔のレリーフ
が埋め込まれています。




